


















































 
佐賀大学保健管理センター外部評価 評価調査票 

（平成２５年度実績に対する評価） 
委員名：江藤 敏治 

項番 評 価 項 目 評    価 評価についてのコメント 

 
 
 
 
 
 １ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
学生支援の領域 

 
 
■十分良い 
 
□おおむね良い 
 
□やや悪い 
 
□不十分 
 

学生健康診断受診率は 84.5％と高率で

あったが、スポーツ健康診断受診率が

60.8％と低下したことは、学生への周知方

法の改善が必要であると考えられた。 
新入生のメンタルヘルススクリーニン

グ回収率は 99.7％と高率で高スコアの学

生に対して面接が施行されたことは学生

ケアの上で高く評価できる。卒業予定者の

回収率は 74.6％とやや低いものの要面接

の学生が平成 24 年度に比べ 8.8％減少し

ていたことは平成 23 年度からのキャンパ

スソーシャルワーカー導入が有効に機能

していると評価できる。 
平成 24 年から平成 25 年度の健康相談

とメンタルヘルス相談件数は 2800 件か

ら 3366件と大幅に増加し学生ケアのさら

なる充実が図られたと考えられた。平成

24 年度に導入された健康診断結果自動発

行機の発行件数が 5973件に達したことも

保健スタッフの業務軽減につながり、さら

にきめ細かい学生へのケアを可能にした

と考えられた。 
全国平均レベルではあるものの休学者

250 名、退学者 139 名と昨年度と同様の状

況であった。更なる学生へのケアと保健管

理センターへのつなぎの工夫が必要と考

えられる。 



 
 
 
 
 
 ２ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
教職員支援の領域 

 
 
■十分良い 
 
□おおむね良い 
 
□やや悪い 
 
□不十分 
 

日常業務としての各種健康相談ならび

にメンタルヘルス相談件数は平成 24 年度

1525件から平成 25 年度 2034件と増加し

大学教職員の健康支援に貢献していると

考えられる。また、休職した職員への復職

支援件数も延べ 94 件を超え、大学保健管

理センターとして十分機能を発揮してい

ると考えられる。さらに本年度から異動職

員に対するカウンセラー面談が実施され

るようになり教職員へのケアの充実が図

られたことは高く評価できる。 
職員定期健康診断の受診率も昨年度と

変化ないものの、精密検査報告書提出なら

びに健康診断事後指導実施率が低く職員

への更なる啓発活動が必要である。 
 
 
 
 
 ３ 
 
 
 

 
 
 
 
教育の領域 
 
 
 
 

 
■十分良い 
 
□おおむね良い 
 
□やや悪い 
 
□不十分 
 

昨年度に引き続き、通年講義の「健康科

学」をはじめ文化教育学部、農学部、理工

学部、医学部など複数学部学生への講義を

担当するなど、大学保健管理センター教員

として学生への健康教育貢献度は高いと

考えられる。さらに、大学院医学研究科に

おいて、大学院生の指導を担当（兼担）す

るなど、教育領域において十分評価できる

活動をしていると考えられた。 

 
 
 
 
 ４ 
 
 
 

 
 
 
 
研究の領域 

 
■十分良い 
 
□おおむね良い 
 
□やや悪い 
 
□不十分 

大学保健管理センターにおける忙しい

日常業務の中において、学会発表ならびに

研究論文件数は高く評価できる。 
また「非侵襲的検査による Brugada 型

心電図の予後予知」研究は大学生における

突然死を予防する上で極めて重要な研究

であると高く評価できる。今後も産業医業

務を含めた日常業務の中から研究テーマ

を見出し大学というフィールドに研究成

果をフィードバックしていくことが重要

となると考えられる。 



 
 
 
 
 ５ 
 
 
 

 
 
 
 
国際交流・社会貢献

の領域 
 
 

 
■十分良い 
 
□おおむね良い 
 
□やや悪い 
 
□不十分 

平成 24 年度同様、地域の求めに応じた

講演会やエアロビクス普及活動、各種委員

会委員、佐賀県の受託研究である肝臓疾患

研究、サガン鳥栖健康増進プログラム推進

事業など大学保健管理センター教員とし

ての社会貢献は十分評価できる。同時に留

学生への健康相談と各種相談も国際交流

領域において貢献していると考えられる。 

 
 
 
 
 ６ 
 
 
 
 

 
 
 
 
組織運営の領域 
 
 
 
 

 
■十分良い 
 
□おおむね良い 
 
□やや悪い 
 
□不十分 
 

大学保健管理業務である健康診断には

センター看護師がスケジュール立案する

など円滑に運営されている。また、健診デ

ータや健康相談情報については鍵付き保

管庫に収納するなど安全管理が適切に行

われている。加えて、大学における各種委

員会にも委員およびオブザーバーとして

参加するなど、大学に必要不可欠な資源と

して十分貢献していると考えられる。 

 
 
 
 
 
 ７ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
施設の領域 
 
 
 
 

 
 
□十分良い 
 
■おおむね良い 
 
□やや悪い 
 
□不十分 
 

（平成 24・25 年度共通） 
保健管理センターカウンターはオープ

ンカウンター方式で学生も相談に訪れ易

い雰囲気であった。相談室のプライバシー

も保たれるように個室となり、来訪者に対

し十分配慮されていると感じられた。 
日常診療施設も足浴設備も配備され学

生ケアに十分な設備であった。また、薬品

保管についても劇物などは鍵付き保管室

への配置が行われ、薬品在庫管理も毎月行

われるなど適切に管理されていた。 
改善すべき点として、保健管理センターカ

ウンターに医師勤務予定表は掲載されて

いるものの、カウンセラーの勤務予定表が

掲載されておらず学生・教職員への配慮が

不足していると考えられた。また、消火器

周囲の整理と内開きドア周囲の本棚など

の転倒防止のための固定が不十分な個所

が認められた。 
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